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 キリストの尊い血は神を満足させ、信者たちを神に近づけさせ、敵のすべての訴えに打ち勝ちます。キリストの尊い血は契約の

血です。モーセはイスラエルの十二部族のために十二の柱を築き、その血を取って民に振りかけました。神が律法を公布した意図

は、神が聖、義、愛、光の神であることを啓示し、神の民が堕落していることを認識させるためです。至聖所に入り、罪を覆う蓋

のある契約の箱に来る資格のある唯一の人は、外庭から贖う血を携えてくる人でした。キリストの血は新しい契約の血として、神

の民を新しい契約のさらにまさった事の中へともたらします。究極的に、新しい契約の血、すなわち永遠の契約の血は、神の民が

神に仕えることができるようにし、また神の民を彼らの分け前としての（命の木また命の水としての）神の満ち満ちた享受の中へ

と、今も、そして永遠にわたって導き入れます。 

 真理要点 経験適用 

１日 １．新しい契約とキリストの死と

復活、昇天の関係について説明し

てください。 

２．新しい契約により、神はどの

ようなものをわたしたちに与えま

したか？ 

１．キリストは昇天において、新しい契約、新しい遺言の仲保者、執行者となられました。彼は新しい契約

を、彼の死によってわたしたちに遺贈しました。復活の中で、キリストは新しい遺言のすべての遺贈の実

際、また仲保者、執行者となり、神の義にしたがって新しい遺言を執行しました。 
２．神の救い、神の義、神の義認、神の赦し、神の贖い、神の豊富、神が持っているすべてと神が行なうす

べては、わたしたちに契約として与えられています。キリストは契約として保証であり（ヘブル 7:22）、そ

の霊は担保であって、キリストの中に具体化された神が、彼の民の嗣業であることを保証します。 

２日 １．モーセが律法の制定をした方

法、祭壇を築いたことはどのよう

な意義がありますか？ 
 

２．神が律法を彼の民に与えたこ

とにどのような意図があります

か？ 

１．モーセが律法を制定した方法は、わたしたちが天然の観念にしたがって期待することと全く異なってい

ました。民に神の律法を順守するように命じるのではなく、モーセは祭壇を築きました。祭壇は、贖いと終

結と置き換えの必要を指しています。わたしたちは堕落していて、罪深く、腐敗しているので、贖いと終結

を必要とします。わたしたちはまたキリストによって置き換えられる必要があります。 
２．神が律法を公布した意図は、彼の選ばれ贖われた民に、彼がどのような神であるかを啓示することでし

た。律法の第一の機能は、神を啓示することです。神の律法の第二の機能は、神の民に彼らが堕落してお

り、神から遠く離れていることを認識させることです。罪深く、腐敗している民として、彼らが神を喜ばせ

ることは不可能です。贖う血を通してのみ、彼らは神との接触を持つことができます。 

３日 １．モーセはどのようにして 

四十日間という期間、山の上で神

のみ前にとどまることが出来たの

でしょうか？ 
 

２．罪を贖う蓋が、何を表徴して

おり、人はどのようにしてそこに

入ることが出来るのかを説明して

ください。 

１．モーセはイスラエルの子たちの代表として、神の御前へともたらされ、そこにかなりの時間とどまりま

した。モーセは他のすべてのイスラエルの子たちと同じように、堕落しており、罪深く、腐敗していまし

た。それでは、そのような罪深い人が四十日という期間、あの山の頂上でどうして神の御前にとどまること

ができたのでしょうか？ モーセが神の御前にとどまることができたのは、神が贖う血を見ていたからで

す。血が、神がモーセを彼の臨在の中へと入ることを許し、そこにとどまることができるようにしました。 
２．罪を贖う蓋は契約の箱の蓋であり、神の義なる律法のおおいとしてのキリストを表徴しています。神が

罪を覆う蓋の上から、そしてケルビムの間から神の民と会い、彼らに語りかけたことが表徴しているのは、

神が神の証しとしてのなだめるキリストの中で、また証しとしてのなだめるキリストの中に表現された栄光

の中でわたしたちと会い、わたしたちに語りかけるということです。 

４日 １．神のエコノミーの基本原則を

説明して下さい。 
 

２．エペソ人への手紙第５章 22〜

25節の結婚生活に関することは、

どのように実行するべきですか？ 

１．聖書はまずわたしたちに、神は何であるかを啓示します。第二に、聖書は、わたしたちが堕落してお

り、罪深く、腐敗しており、完全に望みもなく助けようもないことを認識することができるようにします。

しかしながら、主はわたしたちのために贖いを完成しました。そして彼の血はわたしたちを清め、わたした

ちを神の御前にもたらします。これはわたしたちに神を受け入れる立場と地位を与え、わたしたちを柱、す

なわち神の行ける証とさせます。 
２．わたしたちはこれらの戒めを成し遂げようと努めるのではなく、聖書にある啓示の光の中で、自分が堕

落しており、罪深く、腐敗していることを告白すべきです。わたしたちは納得させられ、罪を認め、服従

し、悔い改めて神の救いを受け入れる必要があります。そのときキリストの贖う血はわたしたちを三一の神

の中へともたらし、わたしたちは神が注入されて柱となるでしょう。そのような柱だけが、自分の妻を愛

し、あるいは自分の夫に服従することができるのです。 

５日 １．キリストの血はどのようにし

てわたしたちを贖い、命の木へと

連れ戻しますか？ 
 

２．キリストの血はどのようにし

てわたしたちを神に仕えるように

させますか？ 

１．ペテロの第一の手紙第 1 章 18 節と 19 節は、わたしたちがキリストの尊い血で贖われたと言います。創

世記第 3 章 24 節は、神はエデンの園の東に、「ケルビムと、あらゆる方向に回る炎の剣を置いて、命の木へ

の道を守らせられた」と言います。ハレルヤ、キリストの血はわたしたちを命の木に連れ戻します！キリス

トの血を通して、わたしたちは命の木を享受することができます。命の木はわたしたちの命としての神ご自

身です。 
２．キリストの血は、わたしたちが生ける神に仕えることができるようにします。もしわたしたちがまだ死

んでいたなら、どうして神に仕えることができるでしょうか？ 命のない人々が生ける神に仕える道はあり

ません。贖う血を通して、わたしたちは命を持ち、彼の臨在の中へともたらされて彼に仕えることのゆえ

に、彼を賛美します！ 

６

日 
１．この契約の血により、わたし

たちはどのような祝福を得ます

か？ 
 

２．コリント人への第一の手紙第

10章 16節でパウロが言及した祝福

の杯とはどのようなものですか？ 

１．わたしたちは神ご自身、神聖な命、神聖な性質、命の内なる法則、神を知る命の能力を持っています。

契約の血はわたしたちを神の御前に、神の注入の中へと、神の永遠の享受の中へともたらします。今日わた

したちが経験することは、来たるべき満ち満ちた享受の前味わいです。 
２．この祝福の杯は、血によって制定された契約です。新しい契約の血は、祝福の契約を制定した血です。

契約は杯であり、またわたしたちの分け前としての祝福でもあります。この分け前は、わたしたちの享受の

ための神ご自身です。血についてのこの概念は、わたしたちの天然の理解をはるかに超えています。そうで

す、血はわたしたちをわたしたちの罪から清めます。しかしこれにもまして重要なのは、血はわたしたち

を、わたしたちが享受する分け前である神ご自身の中へともたらすということです。 

ま 

と

め 

神のエコノミーの基本的な概念は、神の民が律法を守るべきであるということではありません。律法が神によって公布されたの

は、神の民がそれを順守するためではなく、神の民がそれを通して積極面で神を認識し、消極面で自分自身を認識するためでし

た。主はわたしたちのために贖いを完成しました。彼の血はいつでも利用することができて、わたしたちを清め、わたしたちを神

の御前にもたらします。今、彼はわたしたちが悔い改め、彼に立ち返り、彼の贖いと赦しを受けるのを待ち望んでいます。これは

わたしたちに、神を受け入れ、神を享受し、神を食べ飲みする立場と地位を与えます。最終的に、わたしたちはこのように神にあ

ずかることによって、柱、すなわち神の生ける証しとなります。柱になる道は、神を享受する道です。それは、神をわたしたちの

命の供給として食べ、神をわたしたちの生ける水として飲む道です。わたしたちは彼を食べ飲みすることによって、彼を享受し、

彼で構成されます。 

 


